
第6学 年国語科学習指導案

1 単 元名

2 教 材名

日 時  平 成 15年 10月 3日 (金)5校 時

児 童  6年 2組  男 18名  女 20名  計 38名

授業者 教 論 関 戸 文 則

話 し合つて考えを深め、意見文にまとめよう

「二つの意見から」

3 単 元について

(1)指 導の重点                    1

第 5。 6学 年の書くことの指導目標は、「目的や意図に応じ、考えた事などを筋道を立てて文章に書くことがで

きるようにするとともに、効果的に表現しようとする態度を育てる。Jで ある。  1

これを受けて、この単元においては、「根拠となる事象と感想、意見などを区別して書くこと」、「出来事や事柄

を的確に書くこと」、「文章全体の組み立ての効果を考えて書くこと」をねらいとしている。

意見文は、ある事柄や出来事についての自分の主張を述べて、他者を動かそうとするものである。主張とその主

張の根拠となる理由から構成される。そこで本単元では、二つの意見を比較する目的を意識してテーマを決めるこ

とにより、自分の考えを深める目的を明らかにしていく。そして自分と違 う立場の意見を聞く場を設定することで、

新 しい見方に気づき、多様な視点からのものの見方を整理させていくようにする。このような活動を通して、自分

の意見やその根拠をより深め、事実の裏付けや組み立てのはっきりした意見文を書くことができるように指導して

くことが大切であると考える。

(2)児 童の実態

これまで児童ほ課題作文や日記、朝自習の 「書く活動Jな ど、さまざまな場面で文章を書く活動を行つてきた。

「書くJこ とに対しての抵抗感も小さくなってきている。また、友達の表現の良さに気づいたり、その良さを自分

の表現に生かそうとする態度も出てきている。さらに説明文の学習を通して、段落の役割や段落相互の関係などに

ついても概ね理解している。 1学期の学習 「ガイ ドブックを作ろう」では、読み手の立場に立って取材をしたり構

成を考えたりする学習を進める中で、簡単に書いたり詳しく書いたりする力もついてきている。

)し かしまだ、自分の考えや意見に執着する傾向が強く、友だちの意見から自分の意見を見つめ直したり、客観的

_自 分の考えを見つあ直L/たりすることが難しい。また、事実 と意見を混在させてしまつたり、多くのことを話め

込もうとがんばるあまり、論点がぼやけてしまう児童も多い。

(3)教 材観、指導観

「二つの意見から」という教材は、「片仮名の使われ方」についての新聞の投書を例にしている。「片仮名は分

かりやすい。必要だ。」と、「片仮名は分かりにくい。必要のないところにも使われている。Jと いう二つの意見を

紹介している。子どもたちの意見が二つに集約されることから、それぞれの立場が明確になる。それぞれ根拠とな

る事象をもつて自分の意見の優位を訴えようとすることで、ものの見方が広がり、考えを深めることができるよう

になる。

本単元は、「書くこと」と 「話すこと・聞くこと」が密接に関連しているので、調べる学習や討論会が、自分の

意見を深めt確 かなものにするための活動であるということを、念頭に置いて指導していく必要がある。そのため

には子どもに、根拠や事象が、自分の主張とどのようにつながるか、自分の主張することの支えとなるかなどを振

り返らせ、調べたこと。話 し合つたことを意見文に生かすことができるように指導していきたい。

また、目的意識 ・相手意識 ・方法意識 ・評価意識をを大切にしながら、指導にあたりたい。

4 単 元の指導目標



【国語に対する関心・意欲・態度】

O題 材についていろいろな角度から考え、討論したり意見文を書いたりしようとする。

【書く能力】

O自 分の考えを明確に表現するために、文章全体の組み立ての効果を考える。

O事 象と感想 ・意見を区別し、必要に応じて詳しく書いたり簡潔に書いたりするず           =

【話す ・聞く能力】

O自 分の考えや意図が分かるように、話の組み立てを工夫しながら、必要に応じて適切な言葉遣いで話す。

O発 表者の立場 ・意見を考えながら、話の内容を聞く。

O自 分の立場を明確にして、討論会に参加する。

I言語事項】

O文 や文章には、いろいろな構成があることを理解する。

5 評 価規準

〇単元の評価規準

【国語への関心・意欲・態度】
・片仮名の使われ方について、考えを明らかにするために資料を収集 ・整理したり、討論を行つたりしようとする。

組み立てや書き方を工夫して意見文を書こうとする。

こ話す 。聞く能力】       、
・片仮名の使われ方について資料を調べ、それをもとに自分の意見を分かりやすく話す。
・自分の立場を明確にして討論会で話し合う。

【書く能力】
・自分の意見を明確に表現するために、根拠となる事柄などを適切に配置し、文章全体の組み立てを工夫して意見

文を書く。
・事実と意見を区別し、必要に応じて詳しく書く部分と簡潔に書く部分を選びながら意見文を書く。

【読む館力】
・必要な資料を探して読み、目的に応じて取捨選択しt自 分の意見を持つために活用する。

【言語についての知識 ・理解 ・技能】
・必要な時に、辞書などを活用して調べる習慣を身につけ、片仮るの使われ方について関心を持つて調べる。

6 指 導計画
ｔ
ｌ 主な学習活動 評価規準 (方法〕 判断基準 B 判断基準 A 指導の手立てC

・教科書の二つの投

害を読み、意見の連

いを理解 じ盛想を持

つ。  (理 解)①

田 片仮名の言葉 を

使 うことについて、

自分の立場や思想を

明らかにしている。

(発言)

・「賛成」「反対」rどちらで

もないJの 立場を明 らかに

して、自分の経験をもとに

感想を述べている。

。自分の立場について、理

由を付け加えて述べている。

・二つの意見の逮い

を明らかにする。

・持ち寄つた資料を

分類 ・整理 し、自分

の考えを持つ。

國 観点に沿つて資

料を分類 ・整理 し、

自分の考えを明らか

にしている。

(ワークシー ト)

・具体的な調べる観点を持

ち、観点に沿つて調べ、ま

とめている。

・複数の資料を収集 し、取

捨選択した うえで調べてい

る。

・具体的な観点を示

す。

・資料の調べ方を個

別に指導する。

す ・討論会の進め方を

理解 し、討論会シー

トに自分の立場や理

由などを書 く。

(討論)①

劃 調べたことをも

とに自分の立場や理

由などを明らかにす

る。(討論会シー ト)

・問題について自分の立場

を明らかにし、調べて分か

つたことを理 由に挙げて、

簡潔に書いている。

・自分 と異なる意品の立場

か ら自分の意見を捉 え、考

えを見直 している。

。「学級討論会Jを 想

起 させ、学習の進 め

方を確かめる。

・討論会を行い、友 調べた ことを も シー トを見ながら、 自分 ・聞 き手に話 しかけるよ う rゎたしは～です。

話



聞

く

達の意見や自分の考

え、感想などをメモ

する。

(討論)①

とに、自分の意見が

聞き手に伝わるよう

に、話の組み立てを

工夫 して話 してい

る。(発言)

団 友達の発表をよ

く開き、自分と比べ

る。(討論会シー ト、

話し合い)

団 自分の立場を明

確にして討論会に参

加している。

(発言、シー ト)

の立場、理由、事例の順に

話 している。

・自分の考えと比べて聞き

ながらその共通点や相逮点

に気づき、友達の発言のキ

ーワー ドや疑間点をメモじ

ている。

・質問 したり、適切に回答

したりしている。

に、また 自分の主張が効果

的に伝わるように、組み立

てや話 し方を工夫している。

・自分と友達の考えの何が

違 うのかに注目して聞き、

質問や回答を予想している。

・必要に応 じて根拠を挙げ

て反論 したり、自分の考え

の変容について発言 してい

る。

なぜかとい うと～で

す。」などの話型を提

示する。

・友達の立場 とその

理由に注意 して聞き

取るように助言する。

・分からないことは

質問 した り、自信 を

持つて回答するよう

励ます。

く

・討論会をもとに、

自分の資料を再度分

類 '整理する。

(取材) ①

副 友 達との交流を

もとに、意見の深ま

りや変容を整理 して

とヽる。

・友達の意見についてま と

め、自分の資料に整理 して

いる。

・意見や理由、友達の意見

を明雅に整理し、深まりや

変容を説明している。

・自分の意見と友達

の意見を区別させる。

・討論会をもとにし

て、意見文の構成を

考える。 (本時)

(構成)①

目 自分の意見を明

稚にするために、意

見と理由などを区別

して組み立てを考え

ている。(構成表)

。自分の意見→理由→むす

びまたは事象→意見→むず

びという構成を考えている。

・討論会で出された友達の

意見 とそれに対する自分の

意見を入れた構成 を考 えて

いる。

。自分の考え、理由、

結びの簡単な構成を

考えるよう助言する。

・材料をそろえ、意

見文を書く。

(記述) ②

目 構 成表 にそ っ

て、段落や構成を意

識して書いている。

(記述の様子、意見

文)

・構成麦に沿つて書くとと

もに、段落の初めに意見を

紹介す る事柄を短 くまとめ

た り、意見の変容などを入

れながら800字 前後の意

見文を書く。

鯛

・反対意見を生かして、自

分の意見を深めるように書

く。

・教科書の文例を参

考にさせる。   i

・個別に対話 しなが

ら書かせていく。

・自分の意見文と教

材文を比較 し、良き

や改善点 を見つ け

る。(推離)①

副 教材文の構成や

表 現 の よ さに気 づ

き、 自分の表現に生

かす。(推敵の様子)

・効果的な構成や表現の観

点から、自分の意見文と教

材文の違いに気づく。

。自分の意見文 と教材文を

比べ、より効果的な構成や

表現を考えている。

・教材文が意見→理

由→結びの構成にな

つていることに気づ

かせる。

・意見文を読み直し

て推敲する。

(推敵 ・清書)①

副 幣成の工夫、意

見の明確さとい う観

点で意見文を読む。

(推敲の様子)

・構成表に沿つて書かれて

いるか、考えと理由が適切

か、漢宇が適切に使われて

いるかとい う観点で推敲 し

ている。

・自分の伝えたいことを表

す とい う観点で推敲 し、よ

り効果的な表現を正夫 して

いる。

・主語 と述語の対応

や適切な表記を推敲

し、音読させる。

・意見文を変換 し、

評価 しあつて学習を

振りかえる。

(評価)①

(ワークシー ト) ・構成のよき、意見の明確

さとい う観点で意見文を読

み、感想を書く。

・意見文に討論会が生か さ

れているか、友達の意見の

変容は どうかな どに着 目し

て感想を書 く。

・友達の意見 を読み

とり、感想 を書かせ

る。

7 本 時の学習



( 1 ) 目標
・自分の意見を明確に伝えるために、異なる立場の意見を踏まえながら、文章の組み立てを考えて構成表を作成

する。

(2)展 開

段階 学習課程 学習活動 と主発問 (◎) 教師の支援と評価 (O) 資料 ・教材教果

導入 課題把握

( 3 分)

1,討 論会により、自分の考

えがどのように確かめられた

かを振り返る。

2,本 時の課題をつかむ:

自分の意見が伝わるように

意見文の構成を考えよう。

・討論会シー トを見て、自分の

考えがどの工うに広がつたり、

確かめられたりしたかを振 り返

るように助言する。

①本時の課題をつかみ、見通し

を持つことができたか。

討論会シー ト

展開 課題の追求

①方法の理解

( 9 分)

②実作

( 2 3 分 )

③発表

( 0 分)

::揮諌落
モの内容を確

干
す

◎それぞれの構成メモには

何が書かれています力、

4,討 論会を生かして、意見

文の構成を考える。
・討論会シー トや構成メモを

参考にしながら、構成表を作

成する。

◎ 『はじめ」「なかJ「おわ

りJに 気をつけながら、構

成表を作りましょう。

・教科書を例に、話 し合いを

生かした意見文の基本的な構

成を確かめる。

・確認したことを参考にしな

がら、再度構成表を作成する。

5,自 分の構成表を発表する

とともに、友達の発表を聞き

その良さに気づく。

◎構成表を発表 してもらい

ます。問いている人は、ど

こを工夫しているか見つけ

・「意見Jと 「理由」「むすびJ

を色分けし、それぞれを区脚1し

た構成を意識できるようにする。

O構 成メモの内容を正確に確認

できたか。

こ意見と理由、反対意見などを

区別 して書くこと、それぞれの

段落の役割など、これまで学習

したことを想起 じながら考え、

メモを並べることを確かめる。

・内容を付加 した り削除した り

してもいいことを確認する。
・できたら隣の人とペアを組み、

ア ドバイスしあう。
・構成の理由についても考えさ

せる。

O意 見 と理由などを区別 して組

み立てを考えているか。

・何名かの構成表を紹介 したあ

と、教科書を例に して、意見文

の基本的な構成を理解させる。

O意 見文の基本的な文章構成を

理解することができた力、

O討 論会での友達の意見や感想

を、適切に配置できているか。

・順序だけでなく、理由の提示

のしかたや、意見 と理由が どう

つながっているのかな どについ

ても考えさせる。

O友 達の構成の工夫を見つける

こと力まできたか。

構成メモ

掲示用構成表

児童構成表



ましょう。

終末 まとめる

( 4分)

6,本 時の学習を振 り返る。

◎今日の学習を振 り返 りま

しょう。

7,次 時の確認をする。

・カー ドに今日の学習の振 り返

りを書かせる。

O今 日の学習を振り返ることが

できたか。
・構成表を生かし、記述に入る

ことを確認する。

評価カー ド

(3)評 価
・自分の意見を明確にするために、異なる立場の意見を踏まえながら、文章の組み立てを考えて構成表を作成す

ることができたか。

(4)板 書計画

課
題

ｇ
分
の
意
見
が
伝
わ
る
よ
う
に
、

意
見

文
の
構
成
を
考
え
よ
う
。

一
一
つ

の

上
思

話
窯

げ

ら

①
自
分
の
意
見

②
理
由

・
・
自
分
が
調
べ
た
こ
と

・
・
自
分
と
同
じ
立
場
の
意
見

・
・
違
，ュ
立
場
の
意
見

③
結
び

・
・
調
べ
た
こ
と
の
感
想

討
論
会
の
感
想

構  成  表

お わ り な   か は じ め


